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　平方河岸のやや上流には｢平方の渡し｣
があった。この渡し場は、中山道と川越を
結ぶ重要な渡船場で、安政五（1858）年に記
された資料により、馬蹄寺持ちであったこ
とが分かっている。
　明治16年に埼玉県に出された『船橋架設
之儀御願』で有料の船橋が完成したことに
よって、緊急時を除き渡船が廃止された。
この船橋が｢開平橋｣と命名された。東京か
ら高崎までの鉄道の開通による陸上交通の
増加を予想し架設された開平橋は、10艘の
船の上に橋桁を載せて作った船橋であっ

た。また川を行き交う船の妨げになるとき
は、東端から2番目の船が6間分回転し、橋
が水平に開くようになっていた。
　その後、明治43年の大洪水で船橋が破壊
され流出したことを契機に板橋に、昭和27
年に冠水橋となり、昭和52年には南側に現
在の永久橋である開平橋が開通した（写真
3）。それまでの開平橋は昭和60年に撤去さ
れ、現在に至る。現在の開平橋の北側、荒
川の川岸の少し下がった場所に、かつての
開平橋が架けられていた名残をとどめてい
る。
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